
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

１日(木)学力向上強調月間  
家庭学習強調週間（～９日）  
第２回スクールゾーン委員会 

５日(月)第５回小中合同研修会 
９日(金)新１年生標準服採寸（予定） 
１０日(土）土曜授業日 ロングスキルタイム 
         なわとび大会 
１１日(日）建国記念の日 
         県 PTA委嘱公開（知覧） 
１２日(月)振替休日 
１３日(火)学校開放週間（～１６日）  
１４日(水)選挙の出前授業（６年生） 
１５日(木)新１年生入学説明会 
１６日(金)家庭教育学級・給食試食会 

市民あいさつ運動 
１７日(土)青少年育成の日 
１８日(日)家庭の日 
１９日(月)第４回ＰＴＡ代議員会 
２０日(火)第３回青少年地域育成懇談会 
２３日(金)天皇誕生日 子ども読書の日 

【校訓】 

大きな夢を 

(その実現に向けて) 

明るく 正しく たくましく  枕崎市立別府小学校 ＴＥＬ76－3452 

 
令和６年１月１７日 

校長 吉見一弥 

 

 

２月の主な行事予定 

     努力を続ければ    ６年           
ぼくが２学期に特にがんばったことは，枕崎市の小
学校陸上記録会です。 
 ５・６年生対象で昨年の１０月にあり，６０ｍハードル
走と１００ｍ走に出場しました。一昨年は，１００ｍ走と
走り幅跳びで１位。今年も，ダブル１位をねらい大会新
記録も目標でした。ハードル走の大会記録が１０秒ち
ょうど。練習では最初が１０．８秒だったので，「超えら
れるかもしれない」と思い，走りこみました。すると，タイ
ムが縮まり，９秒台を出せるようになりました。  
本番は緊張しましたが，いいタイムが出たと感じまし
た。すると，閉会式で名前を呼ばれて１位。自己ベスト
で，大会新記録でした。 
 ぼくはこの経験から，努力を続けていけばよい結果
が得られると学びました。いよいよ三学期。毎日を精
一杯楽しみ，小学校生活を悔いのないように過ごした
いです。 

 

 

新しい年（２０２４年）が明けました。 
元日の朝，開聞岳から昇る美しい初日に向かって，今年１年の平穏 
と，「別府っ子がそれぞれの夢や目標を目指して，『昇り龍』のごとく飛 
躍できますように。」と願いました。 
とても温かく穏やかな元日でした。しかし，夕方，能登半島での大地 

震のニュース。日本中に衝撃が走りました。日を追うごとに被害の大き 
さが明らかになり，犠牲者の数も増え続けています。亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとと
もに，被災された方々に心からお見舞いを申し上げます。 
テレビで，ご家族を亡くされた方や家を失った方の映像を見ると，何とも言いようのない思い
がこみ上げてきます。同時に，今，「当たり前」のように感じている日常の生活は，決して当たり前
ではなく，「有難い」ことなのだと感じます。 

 
私は，小学生のとき，それを強く実感した出来事がありました。 
父の仕事の関係で，私は幼少期を千葉県で過ごしました。何の不自由も感じることなく，「当
たり前」の毎日を過ごしていました。しかし，小学４年の３月，生活が一変しました。母が不慮の事

故で亡くなったのです。急遽，父の故郷の鹿児島に戻ることになり，父は鹿児島市で再就職，姉
と私は旧大浦町にいる祖父母に預けられることになりました。祖父母は，たくさんの愛情を注い
でくれました。しかし，母を失った寂しさ，父と会えないつらさ，言葉や風習の違いへの戸惑いな
どで，気持ちをなかなか切り替えられませんでした。「お母さんに会いたい。家族４人で楽しく暮
らしていた頃に戻りたい。」布団の中で泣きながら姉に訴えたことを今でも鮮明に覚えています。
そのとき，「当たり前」の日常は「当たり前」ではなく，かけがえのないものだと，痛感しました。 

 
今回の地震で「当たり前」の日常を奪われてしまった方々に思いを寄せ，自分にできることに
取り組むとともに，改めて，今自分が過ごしている「当たり前」の日常に，「有難い」という感謝の
気持ちを忘れないようにしたいです。そして，感謝の気持ちを抱いたら，「ありがとう」と言葉にし

て伝えることも大切です。本校のキャッチフレーズ「あ・そ・ぶ別府小学校」の「あ」は，「ありがと
う」の「あ」です。「当たり前」のことでも，何気ないことでも，それは「有難い」ことなのだと受け止
め，素直な気持ちで「ありがとう」と伝え合える別府っ子を，今後も育てていきたいと思います。 

 

レッツ新聞投稿 南日本新聞「ひろば」１/９ 

１月９日（火），３学期が始まりました。始業式では，２年生の         さん， 
５年生の         さんが，３学期の目標を堂々と発表してくれました。 
３学期は，「まとめと準備の学期」，つまり，１年間の総まとめと，次の学年の 
ための大切な準備の学期です。次の学年に向けた「０学期」とも言われます。 
この３学期で，子どもたちに知・德・体において確かな力をつけ，進学・進級に 
ふさわしい姿に高めていきます。「当たり前」の日常への感謝の気持ちを忘れ 
ず，３学期も子どもたちのために，全職員，心を一つにして教育活動に取り組ん 
でまいります。保護者・地域の皆様，３学期もよろしくお願いいたします。 

３学期スタート！ ３学期は，新しい学年への「０学期」です！ 

立派な門松，ありがとうございました！ 

【令和５年度 かわなべ青の俳句大会】 
入選 
１年     「にいちゃんと ならんで歩く かげぼうし」 
２年     「木のぼりの レッサーパンダ 南風」 

 
【令和 5年度 心に残る給食の思い出作文コンクール】 
優秀賞 ５年      

【JA共済小中学生ポスターコンクール】 
 銅賞 5年        佳作 5年   
【令和５年度鹿児島県小学校陸上記録会】 
６年男子６０ｍハードル  
第１位      ９秒４２ 

  このタイムは，各市町村で行われた陸上記録会
で，最も速かったため，県で第１位に輝きました。 
 

頑張っています別府キッズ！ 
 

ビッグなお年玉！大谷選手のグローブが届いたよ！ 

年末，ＰＴＡ事業部の方々を中心に
門松作りをしてくださいました。厳しい
寒さの中，手際よく作業をしてくださ
り，約２時間でとても立派な門松がで
きました。また，おやじの会の皆様に
は，草置き場の土砂の除去作業をして
いただき，すっきりきれいになりました。
お陰様でよい正月を迎えることができ
ました。本当にありがとうございました。 

１月９日（火）の始業式の後に，ビッグなお年玉が届
きました。メジャーリーガー大谷翔平選手からのグロー
ブです。以前，ニュースで話題になってから，子どもたち
は届くのを心待ちにしていました。廊下に展示すると，あ
っという間に人だかりができて，次々に手にはめて感触
を楽しんでいました。休み時間には，さっそく野球をする
姿も・・・まさに「野球しようぜ！」大谷選手，すてきなプレ
ゼントをありがとうございました。 


